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高校生が感じる各教科の有用性
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問題と目的

文部科学省（2016）の答申において，“学習する

子供の視点に立ち，教育課程全体や各教科等の学

びを通じて「何ができるようになるのか」という

観点から、育成を目指す資質・能力を整理する必

要がある”と述べられている。従来の“何を学ぶの

か”といった観点にとどまらず，“どのように学ぶ

のか”，学ぶことで“何ができるようになるのか”
といった視点から学校教育の見直しが行われてい

る。子どもたちは自分たちにとって重要で，価値

が高いと感じた学習内容に関しては，高い動機づ

けを持つことが想定されるため（Wigfield, Tonks,
& Klauda, 2009），学習内容が日常や将来とどのよ

うに関わっているのかを考えることは重要である。

しかし，急速に社会が変化する現代において，

実際に子どもたちが学ぶことにどのような価値を

感じているのかは十分に明らかではない。今後，

様々な教育政策を進めるにあたって，まずは子ど

もたちの学習に対する考え方を整理する必要があ

るだろう。そこで本研究では，高校生が各教科（数

学，国語，理科，社会，英語）に対して，どの程

度有用性を感じているのか，また具体的にどのよ

うな有用性を感じているのかを明らかにする。

方 法

調査協力者 東海地方の私立高校に通う高校生

305 名（1 年生 141 名，2 年生 164 名，男性 71 名，

女性 234 名）から回答を得られた。回答は 6 つの

学科から得られた。就職から大学進学まで様々な

進路を希望する学生が属している。

調査内容 ①文理：文系または理系のいずれか，

②有用性認知：各教科がどの程度役立つと思うか

（5 件法），③具体的な有用性：“次の教科を勉強

することは，みなさんの生活や将来にどのように

役に立つと思いますか？”という教示のもと，各教

科に感じる有用性を自由記述で回答を求めた。

結果と考察

各教科についての有用性認知の得点を文系，理

系の別に見るために 2（文理）×5（教科）の 2 要

因分散分析を行った（Table 1）。その結果，教科の

主効果（F (4, 1140)＝108.41, p＝.00, ηp2＝.28）お

よび教科と文理の交互作用（F (4, 1140)＝4.97, p
＝.00, ηp2＝.02）が有意となった。そこで，下位検

定を行ったところ，文理の違いによる有用性認知

の得点は，数学（d＝0.38）および理科（d＝0.32）
において差がみられ，ともに理系の方が文系より

も得点が高かった。残りの教科においては有意な

差はみられなかった。

また，得点を高い順に並べると，理系も文系も

英語，国語，数学，社会，理科の順となった。た

だし，理系においては，“英語と国語”および“国

語と数学”の間には有意な差はみられなかった。

また，文系においては，“英語と国語”および“数

学と社会”の間には有意な差はみられなかった。

特に数学の評価について，文系と理系で違いがみ

られることがうかがえる。

加えて，各教科の学習は“どのように役立つと思

うか”について得られた自由記述より，KH coder
(樋口, 2014) を用いて頻出単語を抜き出した。な

お，同様の意味ととらえることのできる言葉は統

合した（買い物とショッピングなど）。また，頻出

単語においては文系と理系を区別しないで表示し

た。頻出単語をみると，数学は買い物やお金など

の計算について，国語は漢字の力や相手の気持ち

を推測するなどのコミュニケーションについて，

理科は生物や天気などについて，社会は歴史や政

治や選挙について，英語は外国人との関わりにつ

いて，それぞれ出現数が多かった。今後は，学生

が感じている有用性を理解したうえで，価値介入

（Harackiewicz, Tibbetts, Canning, & Hyde, 2014）な
どにより，価値を高める教育が求められる。

数学 4.03 (0.85) 3.69 (0.98) 3.81 (0.97) 計算 (181) 買い物 (79) お金 (40) 生活 (21) 仕事 (19)

国語 4.22 (0.92) 4.34 (0.77) 4.27 (0.86) 漢字 (59) コミュニ

ケーション
(46) 気持ち (30) 文章 (29) 敬語 (27)

理科 3.20 (1.25) 2.84 (1.11) 2.97 (1.18) 生物 (25) 生活 (22) 天気 (21) 知識 (19) 日常 (19)

社会 3.60 (1.07) 3.68 (1.00) 3.65 (1.03) 歴史 (61) 政治 (59) 選挙 (34) 知識 (27) ニュース (26)

英語 4.38 (0.83) 4.37 (0.90) 4.37 (0.89) 外国 (127) 外国人 (105) コミュニ

ケーション
(37) グロー

バル
(32) 旅行 (27)

有用性認知（M  (SD) ）
Table 1　有用性認知の得点および頻出単語

頻出単語（出現数）
全体文系理系
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目 的

近年，世界的な動向として，従来のコンテンツ・

ベースの学力観から，コンピテンシー（資質・能

力）・ベースの学力観へと大きな学力観の転換が見

られる。ところが，日本の児童の算数領域に関す

るコンピテンシー・ベースの学力形成状況につい

ては，その問題点を指摘する論考が散見され，概

念的理解の深さや，学習の転移可能性といった点

に，問題があると指摘される。

コンピテンシー・ベースの学力形成を図る際に，

多くの識者が着目し言及するのが「オーセンティ

ック（ ＝真正な）概念」である。奈須

（ ）は，このオーセンティック概念に基づく

学習を「具体的な文脈や状況を豊かに含みこんだ

本物の社会実践への参画として学びをデザインす

ること」と規定し，先述したコンピテンシー・ベ

ースの学力を形成するための原理の一つであると

指摘している（ ）。

しかし，オーセンティック概念に基づく算数科

統計領域の学習や授業に関する実践研究は，管見

の及ぶ限り見当たらない。本研究の目的は，算数

科統計領域におけるオーセンティック概念に基づ

く授業を実施し，児童のコンピテンシー・ベース

の学力観（特に能力観）に，どのような影響をも

たらすのかを実証的に明らかにすることである。

方 法

調査時期 平成 年２月 日から 日まで実施

した。

調査対象 都内国立大学附属小学校の３学級の児

童（１組： 名，２組： 名，３組： 名，計

名）を対象に行った。

実践授業 小野・梶井（ ）が提案した第３学

年「表とグラフ」の３種類の単元計画（真正性・

低デザイン，真正性・中デザイン，真正性・高デ

ザイン）を元に，真正性・高デザインにおいてオ

ーセンティック課題に児童が取り組む場面を改訂

した授業を行った。授業を行う際には，調査対象

である３学級を無作為に，３種類の単元計画のデ

ザインに対応させた。なお，オーセンティック課

題は後述の事後調査後，他の２学級も同様に取り

組み，単元終了後の学習効果に差が出ないよう配

慮した。

質問紙調査 小野・梶井（ ）が作成した「算

数科で育むことが期待される能力の評価項目」を

元に，調査対象児童にとって難解と考えられる文

言を改変し作成した「算数の学習に関する調査」

を実施した。なお，児童がオーセンティック課題

に取り組むことによる影響の差異を検討するため

に，この調査は実践授業において，単元を実施す

る前（事前調査）と，単元中において真正性・高

群のみがオーセンティック課題に取り組んだ後

（事後調査）に実施した。

結 果

第一に，事前調査及び事後調査での「能力」の

評価項目の回答について，それぞれ探索的因子分

析を実施した（最尤法，プロマックス回転）。因子

分析の結果，事前段階及び事後段階での児童の能

力観について，それぞれ３因子を見出した。第二

に，「能力」項目の事前，事後調査の縦断的データ

に対して潜在変数を仮定した共分散構造分析を行

った。分析の結果，得られたモデルの主な適合度

指標は ， ， ，

であり，モデルの当てはまりが良い

とは言えなかった。第三に，事後調査「能力」の

因子分析の結果から算出した因子得点を変数にク

ラスター分析を行った。その結果，調査対象の３

学級と得られた４つのクラスターとの間に有意な

人数の偏りはみられなかった。

考 察

共分散構造分析の結果から，調査対象児童らが

コンピテンシー・ベースの能力観を変容させたこ

とが明らかとなった。一方，調査対象の３学級と

得られた４つのクラスターとの間に有意な人数の

偏りがみられなかったという結果から，本研究で

は児童の「能力」に関する学習観の因子構造の変

化に対するオーセンティックな初等統計領域の授

業の影響が示されなかった。調査対象児童の学齢

も鑑みるに，正確な因子構造の変化の要因を捉え

るためには，授業過程における児童の学びの姿に

見る変容の様相を質的に捉える必要性があると考

えられる。
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